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＜連絡事項＞
・栄養より、生活習慣病予防に基づき【日本人の食事基準】にて1日の塩分量が変更

　になるため汁物の提供を3回→2回にすることで塩分量の調整を行うこととしています。2/1より献立が変更となりますので周知してください。
＜転室＞
・中居　亮子様～療養環境変更目的にて東病棟Cユニット5号室から南病棟Cユニット206号室へ移動となる。

＜部屋移動＞
・工藤　みず紀様～東病棟Aユニット15号室→東病棟Bユニット3号室
・丹内　栄子様～東病棟Cユニット6号室→東病棟Aユニット15号室
・野村　才恵様～東病棟Cユニット6号室→東病棟Cユニット5号室
・馬場　良様～東病棟Aユニット9号室→東病棟Cユニット4号室
＜患者様連絡事項＞
・杉澤　恵子様～風邪気味だと訴えあり、田名部Dr報告し本日より小青竜湯　3P　3×毎食前　3日分処方となる。
・長嶺　孝様～排便5日なく、便秘時の指示もない為田名部Dr報告し便秘時センナリド2TのIFオーダーとセンナリド3回分処方となる。
・工藤　みず紀様～田名部Drへ日曜日に入院している事報告している。本日より臨時薬3日分処方となっている。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞

・立花　圭様～時間隔離中。妄想様言動、粗暴行為、他者トラブル無く過ごしている。　　　引き続き精神症状の変化に注意し観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・中居　亮子様～療養環境変更の目的で南病棟Cユニットへ転出となる。
・馬場　良様～粗暴性、興奮した様子無く対面時穏やか。ホールでテレビを観て過ごしている。
・杉澤　恵子様～鼻汁と倦怠感訴えている。歩行時ふらつきありレストランへは行かず病棟で摂取している。臥床して過ごしている。
・長峰　孝様～発声のしづらさは変わらず。ほとんど自室で過ごし食事や入浴時には声掛けにてホールへ出てきている。自ら訴えてくることはない。
・和田　みよ子様～体温37.1℃。掛物にて調整している。痰鳴あり酸素飽和度88％まで低下あり吸引施行し黄色粘稠痰多量に除去し95％まで上昇。吸引時抵抗見られている。
・工藤　みず紀様～環境調整にてBユニットへ転室している。ほとんど自室で臥床して過ごしている。日課は声掛けにて行い対面時穏やか。

・野村　才恵様～多弁さあり傾聴、説明で一時的には納得しているが再度同様の行為頻回。
＜入院患者情報⓵＞
日　　時：令和2年1月28日　12：43

氏　　名：中居　うた（なかい　うた）様

生年月日：大正9年12月18日　99歳

病　　名：認知症疑い（気分循環症・不眠症）

性　　別：女性

主治医　：馬渡Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Cユニット

(経過)

　H28年頃より、テレビの中の人物に対して暴言や唾を吐く、意にそぐわないことがあると怒るなどの症状があり、H28.2.23白山台メンタルクリニックを初診。気分循環症、不眠症として治療を行っていたが、易怒性が出る時期と活動性が低下する時期を繰り返していた。その後は小規模多機能型居宅介護の利用を開始し、最初のうちは表情良く施設を利用していた。しかし、易怒性は徐々に悪化し、1人でいる時もブツブツと独語を話すことや、現在では、施設利用中に他利用者へ対し、杖を振り回す、体を押す、新聞紙で作ったボールを投げつけるなどの行為が認められている。また、入浴時も、1人の職員を除いて介護拒否がみられている。現在利用している系列の特養（サンシャイン）への入所を考えているが、このままの状態では施設へ入所ができないことから、認知症の鑑別診断と易怒性の軽減を目的とし、R2.1.28当院初診。同日、東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院となる。

※症状改善後は一旦自宅への退院を希望している。

＜入院患者情報②＞

日時：R2.1.28　13:11　

　　氏名：鈴木　義則(すずき　よしのり)様

生年月日：S35年8月22日(59歳)

　　病名：血管性認知症

　　性別：男性

　主治医：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Bユニット2号室

(経過）

　当院外来通院していた(主治医深澤Dr、最終受診：令和元年9月3日)。当院受診最終の際に、本人より休養目的での入院希望聞かれており、入院の調整を行っていた。

　令和元年9月15日に脳梗塞により、八戸赤十字病院へ救急搬送され、同院脳神経外科に同日入院。令和元年9月30日八戸赤十字病院より治療が終了した為、転入院の依頼がある。翌10月1日に再度同院より連絡があり、心臓発作により心肺停止となり蘇生した経過がある為、転入院を一度保留としてほしいとの連絡がある。その間、10月8日再度心肺停止

となり蘇生。上記により循環器科での治療を行っていた。担当医より家族に「今後もいつ発作が再来し、新お会い停止となるかは分からない。現在は落ち着いているが、いつ再来となるかは分からない。」との説明を受けている。令和元年10月17日再度同院連携室より連絡があり、発作については安定している事から再度転入院の依頼が来ていた。

　令和元年11月5日八戸赤十字病院からおいらせ病院へ転入院となり、機能訓練を行っていた。発作や麻痺などの後遺症も無く、退院許可出ているが、妻は家を出て行き、娘は親戚宅で生活している状態。主援助者である別居の妹の介護力も乏しく、現在の介護度(要介護1)で利用できるサービスでは生活が成り立たない事から、退院先としては施設を探している状態。しかし、どの施設も満床である為、環境調整目的としての入院依頼・相談が寿楽荘ケアマネよりあった(令和元年12月10日)。

　令和2年1月28日当院受診。主治医診察にて同日13:11東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院となる。

